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Diagnostic scoring system for diagnosis of covert hepatic encephalopathy in child - pugh 
class a cirrhosis patients. 

2) Fukushima M, Nakao Y, Sasaki R, Haraguchi M, Miuma S, Miyaaki H, Nakao K: 
Usefulness of liver volume assessment for simple screening of covert hepatic 
encephalopathy. 

 
The Asian Pacific Association for the Study of the Liver (APASL Oncology 2024)  

2024.9.24-9.25 Naoya Kato Chiba, Japan 
ポスター： 
1) Sasaki R, Nakao Y, Fukushima M, Haraguchi M, Miuma S, Miyaaki H: Systemic Therapy 

for Unresectable HCC Combination with TACE (Lenvatinib or Atezolizumab/Bevacizumab). 
 
国内学会 
 
第 231 回 長崎眼科集談会 

2024.4.7 主催：長崎県眼科医会 長崎 
一般口演： 
1) 赤澤祐子：基礎と臨床の架け橋を目指して keywordは多様性と柔軟性 
 
第 110 回 日本消化器病学会総会 

2024.5.9-5.11 高山 哲治 徳島 
キャリア支援委員会特別企画： 



1) 発表：宮下香世 
ディスカッサント(九州支部)：大久保 慶、志喜屋好令、春木紗良、福田大毅：第 6回若手優秀
演題カンファレンス―症例に学ぶ. 

 
キャリア支援委員会ネクストジェネレーションズ WG 企画： 
1) 松島加代子：不惑世代の私たちは働き方改革とキャリア構築の板挟みになるのか. 
 
シンポジウム： 
1) 中尾康彦、馬渡文弘、中尾一彦：胸部レントゲン人工知能（AI）モデルは高齢者消化器疾患の

栄養評価・介入に有用か？ 
2) 山口太輔、福田健介、橋口一利、下田 良、隅田頼信、三池 忠、佐々木文郷、具嶋亮介、橋

口慶一、金城 徹：上部消化管内視鏡検査における胃癌検出を低下させる因子の検討と LCI 併
用に伴う検出能上昇の検証（LCI.com study）～GI-Kyushu における多施設前向き研究～. 

3) 佐々木 龍、中尾康彦、福島真典、原口雅史、三馬 聡、宮明寿光、曽山明彦、江口 晋、中

尾一彦：進行肝癌薬物療法における集学的治療の意義. 
 
ワークショップ： 
1) 金高賢悟、東 美樹、丸屋安広、川口雄太、小林慎一朗、橋口慶一、中尾一彦、江口 晋：腹

腔内臓器への細胞シート医療の確立（基礎研究から医師主導治験へ）. 
2) 橋口慶一、塩田純也、赤司太郎、田渕真惟子、北山 素、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、

大仁田 賢、中尾一彦：十二指腸非乳頭部腫瘍に対する局所治療後再発についての検討. 
 
第 345 回 日本内科学会九州地方会 

2024.5.25 海北 幸一 宮崎 
一般口演： 
1) 草野啓子、高橋孝輔、福田大毅、嶋倉 茜、田島和昌、福島真典、小澤栄介、中尾一彦 
 
第 107 回 日本消化器内視鏡学会総会 

2024.5.30-6.1 入澤 篤志 東京 
特別企画 次代を担う若手セッション： 
1) 山根大毅：胆道の一例. 
 
パネルディスカッション： 
1) 田渕真惟子、中尾康彦、南 ひとみ：食道機能障害に対する High-resolution manometry を
用いた AI 補助診断の開発. 

2) 高田かずのり、吉田直久、山口直之：抗凝固薬内服患者における大腸 ESD 後潰瘍底縫縮の後出

血予防効果の検討 ABCD-J studyサブ解析. 
 



ビデオワークショップ： 
1) 山口直之、谷口育洋、中尾一彦：化学放射線療法後遺残 / 再発食道癌に対するサルベージ内視

鏡治療（ESD/PDT）の治療成績とその有用性. 
 
一般口演： 
1) 志垣雅誉、赤司太郎、山口直之：Current status and problems from the viewpoint of short-term 

results and long-term prognosis of ESD for esophagogastric junction carcinoma. 
2) 佐藤航平、橋口慶一、志垣雅誉、平田亮介、永松雅朗、井山玲奈、峯 彩子、猪股寛子、塩田

純也、赤司太郎、田渕真惟子、北山 素、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、大仁田 賢、中

尾一彦：家族性大腸腺腫症に伴う十二指腸非乳頭部腫瘍に対する積極的治療介入. 
 
ポスター： 
1) 永松雅朗、北山 素、橋口慶一：Mucosal incision-assisted biopsy for submucosal tumors of 

small intestine. 
 
第 12 回 内視鏡検査・周術期管理の標準化に向けた研究会 

2024.6.1 代表世話人：藤城 光弘 東京 
一般口演： 
1) 西口あい子、橋口慶一、東 恵、田川千草、上田恵美、亀田千春、妹川美智、小澤栄介、山口

直之、中尾一彦：外来内視鏡検査における鎮静の実態と帰宅判定基準に対する当院の取り組み. 
 
第 42 回 日本肝移植学会学術集会 

2024.6.7-6.8 笠原 群生 東京 
要望演題： 
1) 宮明寿光、中尾康彦、福島真典、原口雅史、佐々木 龍、三馬 聡、原 貴信、曽山明彦、江

口 晋、中尾一彦：当院における非アルコール性脂肪性肝炎（MASH)肝硬変による肝移植症例

の検討. 
 
第 50 回 日本急性肝不全研究会 

2024.6.12 日比 泰造 熊本 
アフタヌーンセミナー： 
1) 宮明寿光：肝移植における消化器内科の役割 ～術後の C 型肝炎治療も含めて～. 
 
第 60 回 日本肝臓学会総会 

2024.6.13-6.14 田中 靖人 熊本 
パネルディスカッション： 
1) 三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：小腸粘膜傷害マーカー I-FABP の肝硬変合併静脈瘤診断にお

ける有用性の解析. 



2) 佐々木 龍、宮明寿光、江口 晋：内科の立場から考案する肝癌薬物療法後の外科治療介入成

績と適切な conversion. 
 
ワークショップ： 
1) 原口雅史、宮明寿光、中尾一彦：irAE 関連肝障害と好中球/リンパ球比変動の関連についての

検討. 
 
ミニオーラル： 
1) 福島真典、中尾康彦、佐々木 龍、田島和昌、松尾 諭、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：

Child-Pugh 分類 A 肝硬変患者に対する不顕性肝性脳症診断における診断スコアリングシス

テム. 
 
第 123回／第 117回 日本消化器病学会九州支部例会／日本消化器内視鏡学会九州支

部例会 
2024.6.21-6.22 平田 敬治、芳川 一郎 北九州 

女性医師の会特別企画： 
1) 草野啓子、橋口慶一、松島加代子、南 ひとみ、赤澤祐子：当院消化器内科におけるチーム制

導入後の変化と更なる改善策－より満足度の高い職場を目指して－. 
 
シンポジウム： 
1) 髙橋孝輔、小澤栄介、嶋倉 茜、森 智崇、中尾一彦：当院における EUS-HGS の現状－安全・

確実な手技確立を目指して－. 
2) 佐藤航平、橋口慶一、塩田純也、山口直之、中尾一彦：当院における進行大腸癌に対する内視

鏡的減圧術の現状. 
3) 塩田純也、谷口育洋、北山 素、松島加代子、中尾一彦：潰瘍性大腸炎に対するカロテグラス

トメチルの治療経験. 
4) 佐々木 龍、中尾康彦、福島真典、原口雅史、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：切除不能進行

肝癌薬物療法における TACE 併用の治療成績（Lenvatinib とAtezolizumab/Bevacizumab の
比較検討）. 

5) 田島和昌、三馬 聡、佐々木 龍、宮明寿光、中尾一彦：Proximity Extension Assayを用いた

Atezolizumab/Bevacizumab併用療法の早期PD予測バイオマーカーの網羅的探索. 
 
一般口演： 
1) 山道翔太、赤司太郎、志垣雅誉、峯 彩子、猪股寛子、塩田純也、田渕真惟子、北山 素、橋

口慶一、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、中尾一彦：急速な病勢進行を認めた胃 GIST 術後

再発の1例. 
 
専攻医発表： 



1) 財田祐希、林 康平、小笠原俊輔、草野啓子、園田悠紀、荒木智徳、本田琢也、中尾一彦：食

道胃接合部癌に対する放射線治療後に生じた食道心嚢瘻. 
 
研修医発表： 
1) 武田遥子、佐藤航平、平田亮介、志垣雅誉、永松雅朗、峯 彩子、塩田純也、赤司太郎、田渕

真惟子、北山 素、橋口慶一、山口直之、上木 望、中尾一彦：ダブルスコープ法により内視

鏡的膜様部切除を施行した先天性十二指腸膜様狭窄症の1例. 
2) 福田和久、森 智崇、山道翔太、松尾 諭、嶋倉 茜、中尾康彦、高橋孝輔、福島真典、原口

雅史、佐々木 龍、小澤栄介、中尾一彦：膵管癒合不全に起因する反復性の急性膵炎に対し、

内視鏡的な副膵管ステント留置が有効であった1例. 
 
第 10 回 肝臓と糖尿病・代謝研究会 

2024.7.6 竹原 徹郎 神戸 
ポスター： 
1) 宮明寿光、中尾康彦、福島真典、原口雅史、佐々木 龍、三馬 聡、中尾一彦：当院における

非アルコール性脂肪肝炎（MASH) 肝硬変に対する肝移植症例の検討. 
 
第 60 回 日本肝癌研究会 

2024.7.12-7.13 村上 卓道 神戸 
シンポジウム： 
1) 佐々木 龍、中尾康彦、福島真典、原口雅史、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：切除不能進行

肝癌薬物療法における薬剤別 TACE併用の検討. 
 
第 55 回 日本膵臓学会大会 

2024.7.25-7.26 佐田 尚宏 宇都宮 
一般口演： 
1) 嶋倉 茜、小澤栄介、福田大毅、田島和昌、別府麻美、森 智崇、中尾康彦、髙橋孝輔、福島

真典、佐々木 龍、原口雅史、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：肝被膜下に形成された感染性

膵周囲液体貯留に対して経消化管的ドレナージを行った一例. 
 
第 30 回 日本肝がん分子標的治療研究会 

2024.7.26-7.27 加藤 直也 東京 
一般口演： 
1) 佐々木 龍、中尾康彦、福島真典、原口雅史、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：切除不能進行

肝癌薬物療法（Lenvatinib）における血漿マイオカイン測定の意義. 
 
第 56 回 日本医学教育学会大会 

2024.8.9-8.10 冲永 寛子 東京 



シンポジウム： 
1) 松島加代子：専門研修部会企画シンポジウム「学会間の教育連携はなぜ進まないのか!?」 ―公
開討論：10年後の日本医学教育学会への提言. 

 
オンデマンドシンポジウム： 
1) 長谷川仁志、淺田義和、高桑 修、三浦聖子、松山 泰、松島加代子、高橋 誠、錦織 宏：

令和 4年度改訂コアカリ導入に向けたニーズ調査結果とそれに応える資材の紹介 (第 1回)オ
ンラインシンポジウム『コアカリ改訂に向けての作業の実際』. 

2) 高桑 修、淺田義和、長谷川仁志、三浦聖子、松山 泰、松島加代子、高橋 誠、錦織 宏： (第
2回)オンラインシンポジウム要約 「R4コアカリを診療参加型実習にどう取り入れるか」. 

3) 三浦聖子、淺田義和、長谷川仁志、高桑 修、松山 泰、松島加代子、高橋 誠、錦織 宏：(第
3回)オンラインシンポジウム要約 「体系的カリキュラムの構築 GE と PR」. 

4) 松島加代子：令和 4年度改訂版医学教育モデル・コア・カリキュラムの普及事業を通じて見え

てきた今後の課題. 
5) 安井浩樹、高橋 誠、石原 慎、石丸裕康、近藤昭信、磯部真倫、落合甲太、伊野美幸、松島

加代子：臨床研修を練る会議～臨床研修制度のいまとこれからを語り合う～ 研修医 OSCE の

振り返りと新たな可能性について. 
 
ポスター： 
1) 大塚絵美子、大園恵梨子、梅田雅孝、福本将之、牟田久美子、泉野浩生、塩田純也、渡邊 毅、

大坪竜太、高山隼人、高畠英昭、長谷敦子、松島加代子、浜田久之：医学教育理論を活用した

長崎大学病院での研修医教育の改善の試み. 
2) 梅田雅孝、白髭浩之、芦澤潔人、大塚絵美子、大園恵梨子、松島加代子、浜田久之：Perspectives 

of Supervising Physicians on Physician Work Style Reform on Resident Training. 
 
第 26 回 九州肝癌研究会学術講演会 

2024.9.7 当番世話人：杉本 理恵 福岡 
一般口演： 
1) 佐々木 龍、中尾康彦、福島真典、原口雅史、三馬 聡、曽山明彦、江口 晋、宮明寿光：肝

癌薬物療法後の外科治療介入成績から検討する適切な conversion対象. 
 
第 60 回 日本移植学会総会 

2024.9.12-9.14 江口 晋 長崎 
分野別シンポジウム【肝臓 1】ACLF、High MELDなど重症症例に対する肝移植の適応限界： 
1) 松島 肇、曽山明彦、原 貴信、濱田隆志、足立智彦、関野元裕、一ノ宮大雅、矢野倫太郎、

三馬 聡、宮明寿光、原 哲也、江口 晋：当院における ACLF、high-MELD 症例に対する

生体肝移植の成績. 
 



分野別シンポジウム【肝臓 2】肝移植後長期経過症例（10年以上）における問題点と課題： 
1) 三馬 聡、宮明寿光、中尾康彦、福島真典、原口雅史、佐々木 龍、市川辰樹、中尾一彦：動

脈硬化性疾患予防ガイドラインからみる肝移植後長期経過症例の脂質代謝異常管理. 
 
分野別シンポジウム【肝臓 4】肝移植における周術期栄養管理・リハビリテーション： 
1) 宮明寿光、三馬 聡、佐々木 龍、原口雅史、福島真典、中尾康彦：慢性肝疾患の持続血糖測

定から考える肝移植患者の術前血糖管理について. 
 
一般口演： 
1) 宮明寿光、江口 晋、長谷川 潔、戸島剛男、吉住朋晴、大段秀樹：我が国における非アルコ

ール性脂肪肝炎（MASH） 肝硬変による肝移植症例の検討. 
 
第 78 回 日本消化器画像診断研究会 

2024.9.13-9.14 窪田 賢輔 横浜 
ポスター： 
1) 前川永子、高橋孝輔、田島昌和、中尾康彦、福島真典、佐々木 龍、小澤栄介、三馬 聡、宮明

寿光、黒濱大和：超音波内視鏡下針生検が確定診断に有用であった胸腺癌膵転移の一例. 
 
第 31 回／第 26 回 日本門脈圧亢進症学会総会／肝不全治療研究会 

2024.9.26-9.27 近森 文夫 高知 
パネルディスカッション： 
1) 福島真典、田島和昌、松尾 諭、中尾康彦、佐々木 龍、原口雅史、三馬 聡、曽山明彦、江

口 晋、宮明寿光：門脈肺高血圧症を有する肝移植の 3例. 
 
第 60 回 日本胆道学会学術集会 

2024.10.10-10.11 廣岡 芳樹 愛知 
ポスター： 
1) 福田大毅、高橋孝輔、嶋倉 茜、森 智崇、福島真典、小澤栄介、岡野慎士、中尾一彦：IgG4

関連硬化性胆管炎との鑑別に苦慮した好酸球性胆管炎の 1例. 
 
第 28 回 日本肝臓学会大会 

2024.10.31-11.1 四柳 宏 神戸 
シンポジウム： 
1) 宮明寿光、三馬 聡、中尾一彦：MASLD組織のデジタルパソロジーを利用した線維パター

ン解析による肝発癌予測. 
 

デジタルポスター： 



1) 原口雅史、中尾康彦、福島真典、佐々木 龍、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：非 B非 C肝硬
変患者における QOL低下と Vitamin D欠乏の関連性についての検討. 

2) 佐々木 龍、中尾康彦、福島真典、原口雅史、三馬 聡、宮明寿光、曽山明彦、江口 晋、松

崎寿久、釘山有希、本吉康英、八橋 弘、石田智士、山島美緒、山道 忍、市川辰樹、重野賢

也、加茂泰広、岩津伸一、中尾一彦：複合免疫療法における免疫関連有害事象とステロイド使

用. 
 
第 66 回 日本消化器病学会大会 

2024.10.31-11.2 坂本 直哉 神戸 
デジタルポスター： 
1) 嶋倉 茜、小澤栄介、森 智崇、中尾康彦、高橋孝輔、福島真典、佐々木 龍、原口雅史、三

馬 聡、宮明寿光、岡野慎士、中尾一彦：EUS-TA の残余検体における KRAS変異解析の有用

性の検討. 
 
サテライトシンポジウム： 
1) 山口直之："What's NEXT" ～8000システムは新たなステージへ～. 
 
ブレックファーストセミナー： 
1) 塩田純也：消化器内科医が知っておくべきHAE の診断法. 
 
第 108 回 日本消化器内視鏡学会総会 

2024.10.31-11.3 矢作 直久 神戸 
パネルディスカッション： 
1) 赤司太郎、山口直之、中尾一彦：全周性食道 ESD の短期成績と長期予後から見た妥当性と問題

点. 
 
デジタルポスター： 
1) 佐藤航平、橋口慶一、塩田純也、赤司太郎、田渕真惟子、北山 素、松島加代子、山口直之、

中尾一彦：十二指腸非乳頭部腫瘍に対する内視鏡切除手技別の深部切除能に関する検討. 
2) 志垣雅誉、赤司太郎、山口直之：内視鏡室での食道 ESD におけるデクスメデトミジン鎮静プロ

トコールの安全性と有効性の検討. 
 
第 32 回 日本消化器関連学会週間 

2024.10.31-11.3 神戸 
メディカルスタッフプログラム： 
1) 松島加代子、山口直之、竹島史直：地域で展開する多職種連携と教育の工夫. 
 
女性医師・研究者プログラム： 



1) 松島加代子：大学病院における医療教育の立場から DE＆I（Diversity, Equity＆Inclusion）を
考える. 

 
第 13 回 内視鏡検査・周術期管理の標準化に向けた研究会 

2024.11.3 土井 晋平、山口 太輔 神戸 
一般口演： 
1) 久田晋也、橋口慶一、野田有希、山木洋一、岳下玄征、林 誠、 小澤栄介、山口直之：臨床工

学技士の内視鏡業務におけるタスクシフト/シェアへの取り組み. 
 
第 124回／第 118回 日本消化器病学会九州支部例会／日本消化器内視鏡学会九州支

部例会 
2024.11.15-11.16 大塚 隆生、井戸 章雄 鹿児島 

シンポジウム： 
1) 赤司太郎、松島加代子、山口直之：当院における超高齢者に対するバルーン小腸内視鏡の臨床

的特徴. 
 
ワークショップ： 
1) 橋口慶一、小林慎一朗、山口直之、大仁田 賢、金高賢悟：当院における十二指腸非乳頭部腫

瘍に対する ESD および D-LECS の変遷. 
2) 北川瑞希、高橋孝輔、嶋倉 茜、小澤栄介、宮明寿光：胃切除術後再建腸管における総胆管結

石に対する内視鏡的結石除去術の治療成績. 
3) 足立利幸、井上悠介、塩田純也、三好敬之、江口 晋：Endoscopy-assisted Transanal Minimally 

Invasive Surgery の工夫. 
4) 濱田隆志、曽山明彦、佐々木 龍、宮明寿光、江口 晋：腫瘍学的切除可能性分類に鑑みた肝

細胞癌に対する集学的治療成績. 
 
パネルディスカッション： 
1) 若松 彩、赤司太郎、田渕真惟子、山口直之：食道 ESD 後狭窄予防におけるトリアムシノロン

局注の有用性と限界. 
 
ランチョンセミナー： 
1) 山口直之：消化管 ESD におけるピュアスタットの有用性. 
2) 小澤栄介、伊藤 啓：プラスチックステントを見つめ直す～Bit stent の有用性を中心に. 
 
女性医師の会特別企画： 
1) 平 光寿、松島加代子、大坪竜太、南 貴子、八橋 弘：長崎の離島医療 これまでとこれか

ら. 
 



専攻医発表： 
1) 徳永良樹、林 康平、上原里依、園田悠紀、荒木智徳、本田琢也、宮明寿光：胸部中心静脈閉

塞症を合併した食道癌の 1例. 
2) 陣内駿一、小澤栄介、北川瑞希、松尾 諭、嶋倉 茜、中尾康彦、高橋孝輔、福島真典、佐々

木 龍、原口雅史、三馬 聡、宮明寿光：超音波内視鏡下穿刺吸引細胞診(EUS-FNA)後の Hb
低下を契機に撮像した腹部 CTで急速増大した小腸悪性リンパ腫を認めた一例. 

3) 上原里依、徳永良樹、林 康平、園田悠紀、荒木智徳、本田琢也、宮明寿光：腸管外の巨大な

骨盤内腫瘤による閉塞性大腸炎のため消化管穿孔をきたした一例. 
4) 前川永子、石川智士、田島和昌、別府麻美、中尾康彦、高橋孝輔、福島真典、佐々木 龍、三

馬 聡、宮明寿光：イブプロフェンの長期内服中に急性肝不全昏睡型を発症した１例. 
 
研修医発表： 
1) 木通啓太、塩田純也、赤司太郎、田渕真惟子、北山 素、橋口慶一、松島加代子、赤澤祐子、

山口直之：保存的治療で改善した小腸アニサキス症の一例. 
2) 凌 広一朗、志垣雅誉、佐藤航平、平田亮介、塩田純也、赤司太郎、田渕真惟子、北山 素、

橋口慶一、山口直之、岡野慎士：るいそう患者での Coldsnare polypectomy術中穿孔の一例. 
3) 綾野友里佳、福島真典、三馬 聡、前川永子、石田智士、別府麻美、中尾康彦、高橋孝輔、佐々

木 龍、原口雅史、小澤栄介、上野裕貴、池田聡司、宮明寿光：肝移植後の経過で増悪した門

脈肺高血圧症にバルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術が有用であった１例. 
4) 井上一真、福島真典、陣内真佑子、前川永子、石田智士、別府麻美、中尾康彦、高橋孝輔、原

口雅史、佐々木 龍、小澤栄介、三馬 聡、宮明寿光：ステロイド漸減中に HBV再活性化に

よる肝炎を発症したHBVキャリアの 1例. 
5) 日高 駿、中尾康彦、福島真典、陣内真佑子、前川永子、石田智士、別府麻美、高橋孝輔、原

口雅史、佐々木 龍、三馬 聡、宮明寿光：免疫抑制剤使用中に発症したサイトメガロウイル

ス肝炎疑いの 2 症例. 
6) 柴田佳那惠、原口雅史、三馬 聡、松尾 諭、中尾康彦、佐々木 龍、福島真典、土肥良一郎、

松本桂太郎、岡野慎士、宮明寿光：アテゾリズマブ投与後に急性増悪し、その後ウイルス消失

した C型慢性肝炎の 1例. 
7) 廣瀬右京、原口雅史、松尾 諭、嶋倉 茜、北川瑞希、陣内駿一、宮明寿光、佐々木 龍、福

田康弘：肝機能障害を伴わずに門脈圧亢進症が増悪した原発性胆汁性胆管炎の 1例. 
8) 高泉 優、赤司太郎、陣内真佑子、佐藤航平、平田亮介、塩田純也、田渕真惟子、北山 素、

橋口慶一、松島加代子、赤澤祐子、山口直之：内視鏡的粘膜下層剥離術で完全一括切除しえた

胃顆粒細胞腫の 1例. 
9) 松隈美佳、田渕真惟子、南 ひとみ、猪股寛子、塩田純也、赤司太郎、北山 素、橋口慶一、

松島加代子、山口直之、上木 望、宮明寿光：POEM-b により診断し、症状改善がみられた好

酸球性食道筋炎の一例. 
 
日本解剖学会第 80 回九州支部学術集会 



2024.11.16 菱川 善隆、澤口 朗 宮崎 
一般口演： 
1) 柴田恭明、Myo Win Htun、赤澤祐子、小路武彦：肝細胞癌での NSD2発現とジメチル化ヒス

トンH3リジン 36 の相関. 
 
第 347 回 日本内科学会九州地方会 

2024.11.17 坂上 拓郎 熊本 
一般口演： 
1) 原口雅史、松尾 諭、佐々木 龍、中尾康彦、福島真典、三馬 聡、宮明寿光：特異な多発肝

嚢胞様形態を呈した肝血管肉腫の 1例. 
2) 徳永良樹、園田悠紀、上原里依、林 康平、荒木智徳、本田琢也、宮明寿光：化学療法により

気管狭窄が改善し、気管ステントが抜去可能となった食道神経内分泌癌の 1例. 
 
第 31 回 日本肝がん分子標的治療研究会 

2025.1.17-1.18 能祖 一裕 岡山 
一般口演： 
1) 佐々木 龍、中尾康彦、福島真典、原口雅史、三馬 聡、宮明寿光：Atezolizumab/Bevacizumab
療法に対するTACE併用例の特徴と成績. 

 
第 21 回 日本消化管学会総会学術集会 

2025.2.21-2.22 永原 章仁 東京 
パネルディスカッション： 
1) 田渕真惟子、赤澤祐子、南 ひとみ、峯 彩子、猪股寛子、橋口慶一、松島加代子、山口直之、

中尾一彦：女性の大腸がん検診および大腸カメラ検査に対する意識調査～離島を有する長崎か

らの発信～. 
 


